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1. 

火災、

.... .. ください。

けが くや をお守りください。

1.車I日うとの当たる f義)i好や、
ないでください。

の近くにi置か 5.ケースやパネルを外さないでください。

2花瓶など、水の入った を置かないでくださ

O
 ¥、
i畠e
 

!?ーし

3. し/ ないでください。

4.ほこりや の多い所にかないでくださし凡

議

弘ム

6.金属類や燃えやすいものを
ないでください。

などから入れ

7.ク1)ーニングの

お手入れの コードを妓いてく

し〉。

シンナ…やベンジンなど かないでくださ
Lε。

め を

くださしし〉
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メモリーチャンネ/レ数

アンテナインピーダンス
500 

アンテナチューナー使用時20~1500(送信のみ)

DC13.8Vごと15%

荷受

5A 

マイナ

2A 

10A 

-10'C~十 50'C

土10x10匂6以内

二と10X 10-6以内

270 x 96 x 305mm 
(280 x 107 x 340mm) 

約7.5kg(AT付き)、約6.3kg(ATなし)

↓
ム
d
a
l
-

中問題波数

20.5A 

様~用温度範囲

馬波数安定度(-1OOC~十 50'Cにおいて)

周波数確度(室温において)

寸法[嬬×高さ×奥行き]

( )内は突起物を含む

SSB，CW， 
FSK 
(10dB 
(S+ N)/N) 

AM  
(10dB 

送信周波数範囲

160mバンド
80mノfンド
75mバンド
40nvマンド
30mノてンド
20mノfンド
17mバンド
15mバンド

1.9075 
3.5 
3.791 
7.0 
10.1 
14.0 
18.068 
21.。
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MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MH  

警を

FM 
(12dB 
SINAD) 

1:よmノfンド 24剛89 ~ 
10mバンド 28.0 ~ 29.7 MHz 

SSB，CW， MAX 100W 25W 10玖f

FSK，F釣f
MIN 20W以下 5W以下 2W以下1.9~ 

{醤 24.5MHz MAX 40W 10W 4W 
AM  

MIN 20W以下 5W以下 2W以下

部 送信出力
(AUTO/THRU SSB，CW， MAX 100W 25W 10W 

スイッチは FSK，FM MIN 20W以下 5W以下 2W以下
THRUの{立霞) 28MHz 

MAX 40W 10W 4W 
AM  

MIN 20W以下 5W以下 2W以下

SSB 平衡変調

変調方式 Fおf リアクタンス変調

AM  低電力変調

スプリアス発射強度 50dお以下

搬送波抑圧比(議開周波数1.5kHz) 40dB以上

RIT可変範囲

開 額融鱒脇鰯調

】「

6000 

トリプルコンノ

: 73.05MHz、

5OOkHz~ l.62MHz 

1.62M討z~2 1.5MHz

2 1.5悶Hz~30MI1Z 

5OOkHz~l.62MHz 

1.62MHz"-'21.5MHz 

討z

12dBμ(4μV)以下

14dBμ(0.2μV)以一ド

18dBμ(0.13μ 以下

30dBμ(32μ 以下

6dBμ(2μ 以

28MHz~30MIIz 

SSB，C羽T，FSK

AM 

FM 

6dB:2.2kHz， 60dB:4.4kHz 

6dB:5kHz，-50dB: 181王Hz

6dB:12kHz， -50dB:25kHz 
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500kHz~ 1.62MHz 

1.62MHz~30MHz 

28MHz~30MHz 

26dBμ(20μV)以下

6dBμ(2μV)以下

12dBμ(0.25μV)以下

1.5W(80、10%ひずみ時)

80 

による
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仕様 モデル TS-690S TS-690D τS-690V 

不要側波帯抑圧比(変調周波数l.5kHz) 40dB以上

送 最大周波数偏移(FM) 炉、

送信周波数特性(SSB) 400'"'-'2600羽z(-6dB以内)

10Hzステップ時 ごとL1kHz
部 XIT可変範囲

20Hzステップ持 ごと2.2kHz

マイクロホンインピー夕、、ンス 6000 

受信方式 トリプルコンパージョ

受信周波数範関 500kHz"-'30MHz 50MHz~54MHz 

中間周波数 第1:73.05MHz、 : 8.83MHz、 : 455kHz 

SSB，CW， 
500kHz~ L62MHz 12dおμFSK 

(lOdB L62MHz~2l.5M託z -14dBμμ 以下
(S-トN)/N)

21 .5M狂z~30MHz 18dBμ(0.13μV)以下

50MHz~54MHz 18dBμ(0.13μV)以下

500kHz~ l.62昨日Z 30dBμμ 以下

TS-690V TS-690D TS-690S モデル

TS前690定格

F3(FM)， A3(AM)， Al(CW)， A3](LSB， USB)， 
Fl(FSK) 

100 メモリーチャンネル数

50Q 
アンテナチューナー使用時20"'-'150Q(送信のみ，50MHz帯は鞍く)

20.5A 5A 

約8.2kg(ATi寸)，約6.9kg(ATなし)

270 x 96 x 328mm 
x 107 x 351mm) 

10"C~十 50"C

DC13.8V士15%

10 X 10-6以内

土10X 10-6以内

マイナス接地

10A 

2A 

6dBμ(2μ 以下1.62MHz~21.5MHz (10dB 
(S十N)/N) 2d詰μμV)以下21.5MHz~30MHz 

28MHz~30MHz 

50MHz~54MHz 

FM 
(l2dB 

;r:a， 
.x. 

f言

MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 
MHz 

3.575 
3.805 
7.1 
10.15 
14闘35
18.168 
21.45 
24.99 
29.7 
54.0 

~ 
~ 
~ 
~ 
~ 
~ 
~ 
~ 

3.5 
3.791 
7.0 
10.1 
14.0 
18.068 
21.0 
24.89 
28.0 
50.。

80mノfンド
75mノfンド
40mノfンド
30mノてンド
20mノてンド
17mバンド
15mノマンド
12mノtンド
パンド
6111ノてンド

A布
50対Hz~54MHz

-60dB:4.4kHz以下-6dお:2.2kHz以上，SSB，CW， FSK 
部10W 25W 100W MAX SSB， CW， 

FSK， FM 50dB:18kHz以下6dお:5kHz以上，AM  選択度(初期設定値)
2W，L;)、ド5W以下20W以下MIN 1.9~ 

24‘5MHz 50dB:25i王Hz以下-6dお:12k狂z以上，FM 
4W 10W 40W MAX 

70dB以上(1.8~30 ， 50~54MHz) イメージ妨害比AM  
2W以下5W以下20W以下MIN 

70dB以上(1.8'""-'30 ， 50~54M自z)第1中間周波妨害比送信i臼
(AUTO!丁目RLJ

イソ(-

TIlRUJJ{立炭)

10W 25W 100W MAX SSB， CV¥人
FM ノッチブイノレタ

2W以下5W以下20W以下MIN 
10Hzステッ部

土2.2k日z
RIT可変範囲4W 10W 40W MAX 

AM  20Hzステッ

スケルチ

ダンス-1アンテナインピ

80 

ドおf

ンス

2W以下

2W以下

10W 

4玖7

5W以下

5W以下

25W 

20W以ド

50W 

MIN 

MIN 

く

による。

量



いふスタンド
vプ

、一

アングル売)安利用し、しっかり

と毘定して下さい。なお、取り付け方法はMB-430
してくださし、 〔スタンドの立て方〕

3之接続

3眠2-1‘ 器定局

13.8VのDC(直流)電源が必要です。次のDC
化電源をおすすめしま

TS司450D/450S/690D/690S
PS-33または
PS-53(ヘビーデューティ

叫川、を接続するj!jiJに、トランシーパ……お
DC篭漉のPOWERスイッチそOFFにしてく
さい。

2.すべてω接続が完了するまで、 DC電源のプ
グ::rACコンセントに差さないでください。

TS-450V /690V PS-33また

A 背面パネル

h
T
N
I
品
wu

ACコンセントへ

外部スピーカ
SP同23

庄::2J

7 



隆也6ムj

(1)アンテナについて

トランシーパーの性能は、使用するアンテチに

より、大きく左右されます。本機の性能を十分に

発揮させるためには、認しく調整された良いアン

テナをf吏用ずることが大切です。アンテチは500，
の戸]軸ケーブルで接続してください。また、同

事lflケーブルとアンテナのインピーダンスマッチン
グをとり、アンテナ給電部でSWIミニ1.5以下でご
用ください。 SWRが模端に悪い場合、本機の
回路が動f乍し送信出力が低ドしたり、電波
にもなります。

(2)接地

ノア

B聞

〆¥

人体への傷
る保認のために

に防ぐためにも、良好な

さい。アース機、銅板などを
vごできるカ〉ぎり

してください。

月]のコンジットノぐイ

などには、続対に

マイクロホン

で，)ステレオ

スピ…カ、 カミ

(3)外部スビーカー

外部スピーカーを接続する

カーをご使用ください。

(4)噂鍵

に

し、。

エレクトロニックキーヤーを

ラグの極性に注意してください。

十7V十J

、80，のスピ

または、エレ
プラ

用してくださ

る場合は、プ

(イラストはTS-450Sです)

る場合は、

してくだ

Mι部の)



し{土、 ト，、

F 

プラグの

ノ¥ツテリ U) ソラス、

ンジンルーム

※ j 

TS-450S/690S : 25A 

TS-450D/690D : IOA 

TS-450V /6ヲOV: 5 A 

※2 
TS--450S/690S : 25A 

TS-450D/V 

TS山 690D!V : 20A 

。c霊堂必iコードカミ熱や、水;1患
の影畿を受けない場所を渓

んでい捜し、しっかり回定

してください

ト事故を防止するため、バッテ 1)

にあらかじめ接続されている

が完了するまで必ず外し、
てください。

2.取り付け、
ノてッテリ

し瓦O

4.配線終了後、ヒューズホルダーを耐熱性の
テープなどで巻き、水滴から保護してくださ

ぎる場合でも、ヒュ…ズ

詰.車戦時のア

には、もっぱら短縮型のホイップア

ンテナが使用されていま

ホイップアンテナの場合、アースが重要な役目を
していますので、給電部で確実にシャーシアース
をしてください。

C.イグニッションノイズ対策について

本機はイグニツションノイズに対し十分配慮、さ

れていますが、車種によっては大きいレベルのノ

イズを発生する場合があります。

このような場合は、抵抗入りスパークプラグの
をおすすめします。

J 
1 1ノてく/三可 1.¥ 

メヲ

トランン

ンヤ叩ン

DCコート(付緩)
自動車の

震源へ

ンヤーシ…ア スを

とるに

(タ十昔話スピ カ を

用いる場合)

事
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4.操作
4-1.各部の名称と機能

4-1・1. 前面パネjレ

11ページ

ィスプレイパネルの

ありません。

は実際の動作状

14ページ

NOTCH…@-.SOl 

:::J同日州"舵川仰 AIPNOrCI1 Nつよ γ~: ~! ~ 

8.8.8.8.8.8.8.8.8.，"，日 kよ|

⑧ 

もy

イラストはすS-4505です。

およ

スイッ

そ約20dB(約 1/10)減衰させま

。/RECスイッチ
取引で送信状態、 REC( にな

ります。

⑤ AUTO/TH畏りスイッ
AUTO(盟)にすると、
チューナーをとおりま

波はアンテナ

にすると、

はとおりません。

上びTS-690で50MHz
じても送信電波はアン

ーはとおりません。

p 時ジャ
ヘット、ホン ω
<'ク時

マイクロホン

イクロォ、ン

スタンノ¥イ)

スインチ

31DOWN ー/

はアンテナ

さし〉。

IOmA) 

)マイクロン機 jこの後続約i盗パネ jレ力、ら気配)



イjレタ

さh
⑨メータ…

し〉るブイ/レタ合 します。

出時は信号強度メータ

カ(パワーメ…ター)を表示します。

またRX TX M々ーを押すことにより

レベル)、 SWR1底ALじ(簡を表力てします。
3メーターはピークホールド襲来に
もできます。

(CT4-1l-15.電源投入時の機能設定)

は

ること

ターが1~2 目盛り
ではありません。

します。

しま

しま

AIP袈示
AIPスイッチがONのとき点灯しま了。
封。τCH(ノッチ)袈示
NOTCH重力fノドカ{ONのとき J点灯しま
NBl 2~提示
さオLているノイズプランカ

を表示します。

SPLlT(スプリット)表赤
スプリット弱寺に J点しま

T袈示
TONE(トーン)がONのとき点灯しま

RX暢師口十一
ABM  君主刀てτx臨噛咽 F 、

に動作するVFOまたはメモリーの状

を表示します。

⑮蝿波数袈示
VFOまたはメモリーチャンネルの周波数を表

します。

10Hzの桁を消すこともできます。
(0e4-11-15.霊源投入時の機能設定)
⑫メモリーチャンネル番号
メモリーチャンネル番号を表示します。

チャンネ/レ口、γ クアウトカヲ

いるときに表示します。

れて

LSおそ ド れているとき します。

h、

USBモード さオしているとき します。

CWモード されているとき します。

CWまたはFSKモ REV(リノて ス)が :tJ¥ 
さjしてし】るとき しま

FSKモーF'

表示
FMモード

されているとき点灯し

さオしているとき J点灯しま .1 0 

れてし〉ると し O 

スピーチブピゴ勺ツサーがのとき点灯しま

AGCの時定数がブアーストのとき
は点灯しません。

します。

がスローのとき点灯します。釘M

は点灯しません。

iリjツト打)袈示
2武ミiτJスζ千ツつチ予カまOt討呼のと与
XI昨?表示
XITスイッチがONω とさ点灯します o
lMHz表最
lMHzキーがのとき点灯しまァ O

⑬ ON AI畏インジケーター
に点灯します。

⑬ AT TUNEインジケーター
アンテナチューナーの動作を表示します。アン

テナチューナーがチューニング中またはプリ

セット中に点灯します。

⑫ RIT/XIT可変犠表示
周波数の可変幅を100Hzの桁まで表示し

ます。マイナス但リにセットしたときは、 の

示をします O

スキャン動{乍時は、スキャンスピードを表示し

ます。

ィスプレ iN'J~ JljU )'iì~( 光:ナンゾ(上、)1;][J刊誌M立が !O。じになると常
時1日午(十 25'Clυ)片約1/5i二111;トし主す。こJ.LI土ut)もうンプのtAIt
!支持'1'[ーによるもので、処 ~rfj; ではありま\.tん。

去た、 iてl¥[iiJHI'IIJしなかった後で泡似合人れると、炎/]'¥が:.;;j:r-t lJ 
EでにしIfらく 11手Ii:Jヵ:かかることカ'6')り主す。

11 



ンャ…
ENTキーを押したときはテンキーとなり、周波
イレグトインに(吏用しま

メモリースクロール状態のときは、メモリ

チャンネノレを蕊接選択でさま

ちろ

のブイノレタ

ブイノレターを

V/'く!v
しませ

のほかに

1sキ

し

スイッチが品)のときこω
とオートアンテナチューナーの動作

ンをにするときに押しま

を次のように切り換える

心オノピツ

手〉 り

REγャー
cwモード時のおFOは初期状態でUSB側を使用し
ています。このキーをONにするとLSB1NIJのおFO

ることができま

のBFOは初期状態でLSB慨を探用
このキーをONにすると USB{日IJの
ることカヲでさま

ONω と も道シフトになりま y 0 

1) ー
メモ 1)…入力のやり

テンキーによる周波数入力のやり蕊し、

メモリーチャンネ

スキャン

メモリーチャンネルロックアウト

電源投入時の機能設定の解除、

機能の解除、

などをするときに持1しま

ンタ
このキーを押すと、テンキ…そ使用して周波数
を夕、イレクトインすることカtで、きます。

.IN 
メモリーしたり、メモリーチャンネルをスク

ロール(メモリー内容をチェック}するときに押し

ゥメモザー

。



eMOD王(モードj寸一
モードを選択するキ一、， 0 
MODEキーそ押すと、そのそードの最初の A

文字をモールス符号でスピーカーから出力し

ます。 (30ページ参照)

⑮しSB/USBキー
びにLSB~むSB と変わりま

⑮ CW/FSKキー
たび、にCW←→FSKと変わりま

⑮ FM/AMキー
一回押すたびにFM<->AMと変わりま

⑫ 
成ユニット VS-2(別売)を取り{すけ、こ

のキーを押すと、受信周波数司動作

はi竺情痔11度数)亭育者で知らせますハまた、
源投入時の機能設定状態のときは、メニュ

とその内容も音声で知らせま

⑩向調つまみ
るつまみ

回転トルクの調整
向調つまみの根もとにあるリング会片手で間
し、もう一方の手で向調つまみを回してく

ださい。右(時計方向)に回すと回転トルクが大

きくなります。

波すと、

⑨
 Bを切り換えるキ

O 

⑮ 

るキー

モードおよびブイ

⑨ l 
UP/ スイッチをアマチュアノてンドの
アップダウンから、ステップのアップダ

ウンに切り掛えるキーです。

U 岱む間関ス寸ツ
アマチュアバンドを切り換えるスイ

す。 UPスイッチを押すと高い
DOWNスイッチを押すと{岳い周波
jつりま
lMHzキ…がONのときは、アマチュアバンド
と関係なく、 lMHzステップで切り換わりま
す。
周波数ステップは1MHzのほか、 500kHzにも
変更することができます。

(ケ4-11-15.需j原投入時の機能設定)
電源投入時の機能設定がONのときは、設定内
容を変更するスイッチとなります。
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⑬→PRQC悶れ00む
⑮ P 
AIPは、 AdvancedIntercept Pointの略です。
きやすい状態でお使いくださし'0AIP機能を
にすると隣接する強い信号による妨害に

りま
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⑩ PROCキ-
SSB、FM、AM時、このスイッチをONにするとス
ピーチプロセッサーが動作します。
⑩蹴CHjVFOCHつまみ
メモリーチャンネノレ動作時は、メモリーチャ
ンネルの選択ができま

VFO動作時は、周波数表示に表示されている
周波数を変えfることができます。

VFO動作時のステップ周波数を変更すること
ができま

〈ケ4-11-15_電源、投入時の機能設定)
源投入時の機能設定時は、メニ 1 一盛号を
ることができま

⑮ NOTCH(ノッチフィルタ…〉つまみ
してりる帯域内に、 CWのような単信号の

混信がある場合、 NOTCHスイッチをONにし
て、 NOTCHつまみでどート混信が最小となる
ように調整してください。

⑩ SQL(スケルチ)つまみ
無信号時の雑音を消したい場合、このつまみ

を時計方向にゆっくり隠し、雑音が無くなる

よう(臨界点}にセットしてください。このよう

にSQLつまみを調整しますと、棺手局の
が入ってきたときのみ音が開こえま

はそ…!ごにより異なりま

民つま
RITスイッチがONのとき、送信周波数を変え
に、受信周波数そ変えることができま
XI1、スイッチがのとき、受信用波数を変え

を変えることができま

はスキャンスピードを変えるつま

の がで

でお

方向に し切った状

の掲示はしい纏を



告示 (<) 

場アンテナ切り換えスイッチ

に用し

ターの

しま

50MHz帯のアンテナを切り換えるスイッチで

e50MHz帯はスイッチが切り換えである慨に

接続します。

またはFヲドライノぐ

。

t' ;ト〆¥ 1十二三
」一分、¥ ノ百

コネアター
デジタノレシグナノレプロセッサ

またはハソ J ンインヅー/ェイ

そ接続する場子です。
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イラスト

主すへ

RE醐 1)ニをート〉ニヨ
リニアアンプ支たは

る外部コントロー

i絞りニアアン

このコネクターは

などを せ
⑤ア

してのアンテナ

さ
設しにし与 く〉

して500のアンテナ
(このリレ 凶作させる

メニュ -NO.16でON長選択します

に;士、

コントロー

jレ')L...ー R

τ 
スタンパイ滋子

日の立場予をアースすると

め、 ったい

さい。
外部ALC入力

セットの後方より5またo

コートイ財力、勺見fニ図

3 

ッサ



ノ
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し》。

ACC2待自主パネんから見た図

ACC2用接続プラグ(別売)(部品番号:E07-1351-05) 
をご希望の方は、最寄りのサービスセンターまた

お問い合わせください。

オ

ー
ム
一
ワ
ム
一
つ
d

4 

5 

アース(オーディオ出力の

シールド線のを接続し

ます)

¥)51)売)

8 

9 

GND アース

臨クーワング
DおよびSタイプにはクーリングファンが内藤され
ていま

このクーリングファンは送信すると動作するよう

さオしていま

HF帯運用のときはHF回路側、 50MHz帯運用のと
きは50MHz回路側のクーリングファンが動作しま

10 

11 I PKD 

GND ス(オーディオ入力の

シールド線のGNDを接続し
ます)

ss のスタンノfイ

アースしますと、
になりま

また、連続送信で放熱器の温度が上昇するとク
リングファンの回転が平くなり、ファンの風切り

も高くなります。

このときは、受信にしても放熱器の温度が規定値
に下がるまでクーリングファンは[司っています。
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?ッ 長引にふA

↑六、 I¥ 

にし

しゐ r乏

十 t"I ) .六、ゲド|
)二λ 可」¥〆)

重]雨つまみ共中央(0の位置)

(イうストはTS時 450Sです)

一二くは し￥
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ぷでいますか?

みは η 



察~

]し切

受信入力を20dB(l/10)滅後 3ぜることが

できます。

受{ぉMJ波数に近接した強力必定i波による
1L~ かi できまず。 え

，匂]る G

I LI 可，-1-' ，.守， -;. j j :t.Li Li '''1 

受f高橋域及び受信問波数を変えずに見かけ

IFツイノレタ…び)通過帯域を変化主せます。
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受信資質をノ、イカットまたはローカット

できます。

I FINEキー
日司調つまみのl問転がlKIIz(AM/ FM i土

I lOkHけになり{斗調しめすく心:り

パルス性ノイズ(車のイグニッションノイズ等)の低減

に効架があります。

中話の広いパルス伎ノイズ(ウッドベッカーノイズ等)の

低減に効祭があります。

s 

cwのときはofーを押したとさのみ自
動的に送信状態になります。

ILI 守 C l寸 d勺
t. I I :::1.1_1 LI 

機能名の構にある表示はそのつまみや

キーが動作するモードです。

ALLはすべてのモードでそのつまみや

キ…が動押します。

1事



4-3. の運舟

受信

問訟は五行示1/必ず~l -Cいます。

スイッチをON、つづいてトランシーノてーのPOWERスイッチをONにしま

[2]ディスプレイパネルに周波数な d才Lま

UP/DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
lMHzキーを押すと、 lMHzインジケーターが点灯し、 lMHzステップで周波数を変えられま

モードそ合わせま

本機は、 9.5MHz

AFつまみを回して

まみをゆっくり

にしてLSBとUSBを自動的 り る機能がありま

を調整しま

して日 りように間こえるように せま

送信

[語

門戸むザーァ1ヴイ勺Ja:-京竺L¥d:

~X ! 

， "守，-i可，-，-'. ， 1 3.1_1υ 川

ぷグ

マイクロホンをつなぎま

DC霞憾のPOWERスイッチをON、つづいてトランシーパーのPOWERスイッチをONにしま

ディスプレイパ?ネノレに居波数な されます。

しま 7 0 

にしてLSBとUSBを白

モード せま

TXMキーでALCメータ

つまみ

マイクロホ

の

させま

える あ 1).主

ヂ L す。

4-4. C¥J1 

受信

J験

イ

フー、

AI 

つ

この

L 
2. 
ヒ



咽園田

て し

DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトランシーパーの
POWERスイッチ合ONにします。

エレクトロニックキーヤーまたは

に接続しま

を背面パネルのCWKEY端

ーディスブυレイ/てす、/しに され すハ

れ

つづいてトランシーパーの

ブーツ

スイッチで希望のバンドを選択します。

令 9と、 lMHzインジケーターが
えられます。 しま~

し、ス

圏

直モード
にします。

させます。

1 セ

ーでALCメーター

」〆 7 0 

つまみをゆっくり出してUsとJの
うに合わせます。

が明りように翻こえるよ [s] 

はUSBからLSB

信
一
一
氏

滑

川

、

家

臨

」

¥

J

A

ノ

…
押
栄
一
一
ま

を

と

メ

し

一
の

μ

キ
こ

A画

ないことをお石室かめください。

範在flを超えないようにCARつまみで

にREV(テーンキーω9)会押すと、 BFOh'iJ
に LJ) り J免~)ります 。
この機能を使うことにより次の効果が得られます。

1.ビートの周波数によって、混信を低減でさま
2向調つまみを時計方向に回したとき(受信舟波数は高くなる)、
ビートは低音から高吾へと変化し、{史用!惑が良くなります。

--r-"1円削γ…γ刷、一一γ自由---r-守
1 3' 5 7 1)以"

騨輔総書簡...011闘閥抗00000000，.，・¥G.O 150 .... 
PWR盆昏

補自制側一 札 C 物問問自町一
衛問日間四酬醐....・

受信阿波数が相手局の送信関波数と!司じ(ゼロイン状態)であれば、

1)パースでBFO周波数を切り換えても受信者および送信周波数は
変化しません。

キーを と、自動的に受信状態に戻ります。

I 

イラストはTS~450です t

外部ヱレクトロニックキ…ヤーまた
は電鍵を使用するときは、次のよう

に接続します。

斗7V
ImA 

まfこは

アース イト

21 
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;，;:s: 
J 

FMの運用

同一一ー三雨戸円190
送信

4-5. 

受信

ンタ一周波数を袈示しています。

コd門 cc寸，可Ii
cコ.CJ:J L人uu一一!ヨ‘マ宮 川刊 6初目

。・ " " 内毎

マイクロ;tンをつなぎます。にしまイッチノ1いーつづいてトランシイッチ

にしまスイッチノトー~Y:5'I，\ てトランシスイッチされます。ノレ;こ

れまプレイノ tネ/レ

lMHzステップで周波数が変えられま
しま"0 

ターが点灯し、

?ンド

lお1Hzインジケ
イッデ

lMHzキーを押すと、
、FMの運用は29MHz以上で、す。しましたい商波数団

モードをFMにします。

ニモードをFM~こします。直
。しましていること8.83MHzのブイノレタ

を表示させまタでALCメTX.Mキ直)
は12kが点灯していることを忍しま掛 455kHzのブイルタ

~)にしま

PWRつまみを時計方向いっぱいに回しま

マイクロホンのPTTスイッチをt申すか、
このとき、情Jの通信に混信を与えないことを

[]J 

[劃

しましてAFつまみを

しまえないようにCARつまタこのとき、 ALCメ[~ 

にしましてノイズが消える

宇
品

というノイズがでますので¥SQLつまみそ

りように聞こえるよう

(イラストはS5'イ 7です j 
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摂，..--

イッデを ツ'}いてトランシーノ \'~ω 玖TERスイッデ にします。

ィスプレイパ)ネルに周波数など、が表示されま

スイッチで希望のバンド今選析し去す/

と、 l抗日zインジケーターが点灯し、 lMHzステッ えらtLま

モードをAMにします。

置 8.83MHzのフィルタ はぬが点灯していることを確認します。

[61 455kHzOげイルグ は6kカま点灯していること しま

[1] AFつまみを回し 命
A
出し

[劃同調つまみをゆっくり回して目的の信号が明りように聞こえるように合わせます。

t 

マイクロホンをつなぎま

7¥ -r '. 

ィスプレイノ

したい周波数

モードをAMvこしま

[亘 PWRつまみを

しま

いっぱいに回しま

マイクロホンのPTTスイッチを押すか、 REC/SENDス
イッチをSEND(品)にしま
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめ

ください。

[亘1CARつまみを回してPOWERメーターの振れを図1の
ようにセットします。

(豆lマイクロホンに向かつて話しま
このとき、 POWERメーターの振れが関2の値を超えな
いようにMICつまみで調撃します。

D7イブ(会パンド) 図1

最大出力(Sい60W(1.8 -28MHz) I最大出力，
30W(50MHz) 
( 50MHz1HS-690Sのみ)

豪大出カ(D):15W(全バンド)

向に色iしすぎると、明りょう

Dタイプ(会バンド)

国2



イフ λ ト(まTS-450とうてす
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イラストはTS-450Sです

オ
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しノ主ヲ fてネル

DC電源のPOWERスイッチーを、つ/}l)てトランシー
ノてーのPOWERスイッチをONにします。

;!L主-!"ィスプレイノfネパ/~ァ

i亙; したい間波数 しま たは 690 とターミゾー}~人二、ソ

の定電出でザJfl ぜる
モードをFSIむこします。

TXMキーでALCメ…夕、 ぞや表示させま

PWRつまみを いっぱいに同しまァ f

I土、

ターミナ/レからスタンパイ

このとき、 f也の尚信;こ
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キーインク
「

一之噛酔

咽匂い一

円下τγきを波

( i) 

内 Y'il出子

汽丁γy装置

"n害原;!!i:1J)只TTY信号

SS(スタンノ¥イスイ Y

1王受信の切り換λ

EXT SP立晶子またはACC2コネクタ-3と/

(~E~，O，T~E コネクター i ピンにも出力さ l
れています / 

本機の送受信の周波数関係を右民に

示しま

。;本機のFSKモードの表示罵波数
は、マーク周波数を表示していま
す。

。標準状態でBFOは、 LSB側を使用
しています。 REVキーをf申すと、

になります。

局が逆シフトの場合に、 REV
キーを使用して受告{関IJで橿性を

わせることができます。ただし、

自局の送信もキーオープン

マーク信号の逆シブトとなりま
14.1約 83MHz i 4. 20000MHz 

SPACE MA汽K
只XCARRIER 

口ハ仁」閉

Y

4
l
i
A
花

ハU

什
げ

〉
〈口日

。標準状 では、シブト幅を変更し

/ギ¥ノJ、/勺伝え必え 'cムソ φ、

ぐ)RTTY端子の極性は、キーショート
時にはマーク時波数が送出され、

キーオープン時はスペース周波数

中の表示馬波数はマーク間波

数です)が送出されます。

RTTY装置を接続しないでFSKモー
ドで送信すると、スペース周波数
が送信されます。

源投入時の機能設定により、

キーオープン時にマーク周波数を

出するように甑性を反転させる
ことができます。

(臼イ-11-15.電源投入時の機能設定)

f' 
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パケット

イラストはTS450Sてす

三三三三]

Cコ仁コ仁コ亡コ Eコ

TNC 
ノ¥ーソナjレコンヒュータ

ノミワット ヰト ACC2コネクター接続歯¥ネ}v に主主:~ト京しま、 n

~) ~ 八、てトランシーパー
TNCO)スタンノ¥イ

了NCの変説出力

パケット

送信

里一千示雨空ト五示1:"¥'¥190…
F 

イラスト(まτS…450Sて日す

ハソナル 3ント】 タ

、-I::r../主主主、

TS，450主たは690とターミナノV，'L二二ッ l

ト々 Iω"ιハ訪日でがj什ぜる
と、タ ミ)-Iし人出力開e線山 1)I し
により阿波ω[nJ1)込みを起こ J円ニと
;があり去，]0 J:z ω電なごf史Jlj く t~

lio 

ラインを てコト/レのACC2コ

DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトランシー
ノてーのPOWERスイッデーをONにします。

[証ディスプレイパ〉ネルに向波数な

[主j送信したい周波数を設定します O

[霊]モードをLSBまたはUSBにしま

TXMキーでALCメーターをa

されます。

3せま J 0 

します。PWRつまみを しi~) 

ターミチルからの

から入力します}により

このとき、{也の滞f言;こ
く t~' ざし》。

メータャの

つまみ

にはキ… ;t~ 一一ド

をお確かめ

¥ 

V 巳一、 ノ

するタ ふてばふしヘ I1，しくピットノハトナ/し/()) ど} にし

、てじっ主みを

し、 タ… ミゾーノレジjJj; 
。(1ヲマj十データ

ターミゾノし

;士、ふ，幾())

どしな

一部ア
ご

1
1
1
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ナーは、

のえが整合雑囲外の場合は

S，Dタイプはチューニング
アンテナチューナーは、

り出すためには、ま

本機のアンテナチューナーに

ートチューン

し九

このモードは、チューン用の電波を

ド

しませんの

く ア~. )うにわり

rる

ヰ

モードがありま y 。

して、自動的にアンテナとトランンーパー間の をとるそ

1. THRU/AUTOスイッチをAUTO(-)にしま 7 0 

2. AT TUNEスイッチを押します oCW表
AT TUNEインジケーターおよびSWRメ
灯し、チューニングを開始しま

ご注意
CARつまみが反時計方向に
ニング用の送信出力が

すーデュ…?ーは

チューニングが完了すると、、インジケ

} 

ターおよびSWRメーターが消え、自動的にもとの
モードに炭ります。

rしない;場合は、

してチューニング

5.アンテナ系に異常のないことを確認後、
AT TUNEスイッチを押します。

チューニングがとれると、そのバンドのチューニ

ング状態を記憶、します。

アマチュアバンドを変更したとき、 THRU/AUTOス
イッチがAUTOであれば自動的にそのアマチュアバン
ドのチューニング状態の近くに設定しま

したがって再度ATTUNEキーを押すと、チコーニン
グに要する時間が粗くてすみま
「一一一一一一一一一…一 一一一一一一一一一

ご注意

アンテナチューナーがプリセット中
TUNEスイッチを押すと、プリセットが
からチューニングを開始します。



ーユ ューン

オートチューンがとりにくいときや、アンテチジ)

みを{吏用して手動で向調をとるモード

σ〉ま

Rチェーン

(VFOつまみ)

を調べたいときに向調つまみとM.CH/VFOCHつま

1. M INキーを押しながら、 POWERスイッチをONに
しま

2. M.CH/VFO CHつまみで、メニュ一番号のれを
しま

UP/DOWNスイッチでOFF公表示さなます!

-/ 

.“t 

3. CLRキーを手甲しま

4.マニニLアノレチューンモードを解除するには、子111長2.

4 

でONを選択L、CLHニーを押しますし

スイツにをAむTOにしま

スイッデ しま

つまみと口/

が最小になるよう

にはチューニング用ノてリコンの回

されま

になったら、 AT スイッヂを押

5.チューニングを完了したとき、または、チューニン
中にスイッチをしてチュ】ニン

グを止めたときは、その直がそのア τチコ~ア
パンドのプリセットデータとしてメモリ}されま

のアマチニLアバンドでマニュアルチューニ

ング動作を行ない、再:ぴもとのアマチュアノてン iごに
イッチがであれ



のときすることカtで、き玄すの℃ーピフロントパネノレωキーへと)長み イト

干しま寸。

/ ジ〉 ) 
し/ ;~ をに~ます。

車種このとき キ
A
伊

チ

い
¥
¥

E
 
W
 
O
 

CHつまみ

イッチ

/ 
スイッチ

ATTUNEキ

AUTO/THRUスイッチ

SEND/RECスイッ
つまみ

FLOCKキー / 恥10DEキ
DELA Y /CAR/PWR 

NBlのON/OFF
/MICつまみ

キー VFOつまみ UP/DOWNキ

M/Vキー

龍設定をもとに戻したいときは

L 電源をOFFにします。

2. テンキーの1を押したまま電源をONにします。



4-11. その他の操作

4-11よビープ膏

各スイッチまたはキーを押したとき、ビープ音が鳴ります。

ビープ奇の背景は、セット内部のボリュームで変えることができます。 (D"6-4.ビ
また、ビープ音を治すこともできます。(ケ4-11-15.電源投入時の機能設定)

4-11-2司 モードアナウンス機能

モードキーを操作したとき、モードの最初の一文字をモールス符号でスピーカーから出力しますハこの
機能は、電源投入時の機能設定によりビープ昔にすることができます。(ケふ11-15.

11 

状態

メモリースキャンできない状
キ}を押したとき。

1.指定したメモリーチャンネノレにデータが

ないo ICHECK 
2.指定したメモリーチャンネルのデータが
べてロックアウトされている O

像メモリーサーチ時に該当するチャンネル

がない。

@テンキ…で周波

えたとき。
を IOVER

場襲 アンロックしたとき
りし

スビーカーから出力されるモールス持号

cw 

モールス符号



験問

つまみ

11 ユ'¥ンド

ードにより日 ステッブプ)¥セットされ

のときは、メ?当日/仁W/ドメIくでの樹液数ス

テップは1Hzとなりま
FMモードの間波数ステップは、 10Hzとなりま

す。

1. VFO動作時は次のように周波数ステップが変わり
ま

リーデャンネ

きま

はメモリ」チャンネ/レの

スイッチーでアマチュアパ‘ンドを切り換えることができます。

4-11-6. チンキーによる蝿波数のセット

動作1[1のVFO、またはメモリーチャンネルにテンキーによって周波数を誼接入力することができます。

け付けません。

1. ENTキーを押します。デ、イスプレイはすべて“ "が
され、入力待ち状態になります。

l 空~

+ 
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2.希望する周波数をテンキーにより入力しまァ O
lOMHzの桁にはO~4(TS-690 は O~6)の数字のみ入力
できます。 5~9(TS-690 は 7~9)を押したときは、
lMHzの桁に入力されます。 3MHz以下のときは最
初にOを押してくださし'0

IU  
強炉 -，一一

検抱蜘

~伊

3.テンキーで10Hzの桁まで入力すると、終アしま
キーを押す必要はありません。)

また、 14.200.00MHzと設定したいときは、 l、4、2
と押し、干、を押してくださ '0 表示(土下図

のようになりま

I 1 空I1 2ξN了|

ιi間違えて操作したときは、の桁の周波数を

セットずる前か、 ENTキーを押す前までに、 CLR
キーかマイクロホンのPTTスイッチを押すと、もと
の周波数に戻ります。



明脚剛一一

ゾレ
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よ
〉

J
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震X

すX
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TX 

曲
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詩文

すX

VFO でのス vプリット

繍
耕
輔

欄

組

問

噛

がメモ 1)ーチャンネルのときはA ご

しません。

11IJえば、が7MlIz 土¥よりおカリ
丘、 VFO で Iz.;，二

VFO B 7MHχLSB二と) ドに ります f



SPLlT(たすきがけ)による交信4-11-8. 

るこチャンネルにそれぞれ周波数を設定し、送受信を異なった周波数で交信

をONにしてか

およびSPLITキーで切り

12)により、

RX RX 
7
軸

A
軸
x
x
 

門

M
H
T
I

RX 掛
一

M
噛TX 

噌噌経一一-ωω一一陣酔

嘩

nu醐TX 
4 倭一一一一事酔咽佐一一一一都酔

冊
一

M
蝿τX 

周波数のチニ了、ソクおよだけ白局のを押すと、押しているにTF-SETキ

1. TF恥SETキーをt申すと、
り、送信周波数を

しません。

つまみそ回すと、

のチェックおよ

2， TF-SETキーな手甲しな力3ら
のまま白局の

きま

およびチェックが車冬わったら、

/支ずc ちとの脅イ言問液教に南りTF-SETヰニ
芝

長



勝山一円

r -~よ dメ

@@¥: 

「「吋!」
「
B
g
B』

ド

イ/レ

のj昆信を‘除くこ
口ーカットiイ1¥い

い方の混信を除くこ
は、ノ¥イカット(おし、

8，83MHzと455kHz0)ブイノレター
ることカヲで、きますハ

I~討をそれぞ、オし

C)8.83MHzフィルタ一帯域幅
8，83キ}を押すごとに切り換わります。

6k 酔. 2.4k .伊.500' 

THRU 
(しむフィルター)

12.4Kおよび500はオプションのフィルターを i
I~り付けないと表示しません。 I

ご注意
I フィルターが内蔵されていないところは選択

されません0

2， FMモードのときは、 THRUのみ動作します0
3， 531]売のフィルターを取り付けたときは、ブ
ルタ一切り換えをしてくださし、

(Cアn.フィルターの取り付け)
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)455kHzフィルタ…帯域幅
455 キーを押すごとに切り換わりま~ 0 

「一世 121¥-- ~ ----6k 

L 一一一一~500吋……… 2.4k

500はオプションのフィルターを取り付けないと
表示しません。

ご迂意

1. FM モードぴ)と~士、 12k と 61<のみ切り換わりま

455kHzのブイルタ一切り換えはFMモード時の
ピエーション切り換えキーにもなります。 12k表
のときは土5kHzデビエーション、 6k表示のと
きは土2.5kHzデピエーションとなります。
ZフィルターカT内1読されていないところはj翠;尺さ
オLまぜんに〉

3.別売のYG-455C-l，YG-455CN-lは、どちらかひ
とソしか取り f、jけできません。を
り付けても 500 表示となります。
のブイ jレターを取り付けたときは、ゾイ/レ

ターがい1締与九 1ザ!まい

ブィルターの取り付

F間 THRU 

8.83MHzと455kHzのそれぞれのフィルター
がほぼ等しい場合、総合帯域!協は表示され

りj突くなります。

{列えば、 8.83MHzフィノレター .2.4kHz 
455kHzブイノレター : 2.4kHz 

の組み合わせでは、総合帯域福は約2.2kHzとなりま



--

11 1 /イズブランカ-，こつい

ノンチによ

J良{言信号
受信信号 り減衰3れ 受信信号

オーァィオ崩波数

/ '/チ OFF
ノン

t，: ，毘f言信号

オーディオ周波数

ノンチON

NB 1/2キーを押すごとに間別対話2，が切り換わりま

NB2 

イグニッション/イズのようなノfルス性/

いとさ、 ONにしてくださし'0

ウッドペッカー(レーダーパルスによるノイズω
干か)がJうるとき、 ONにしてください。

号のブランキング時間が長くなるため、ブ

キング音が;れますが、異常ではありませ

ドペッカーノイズの状態により効果が少

があります。



4-11-11. VOXによる送受告の切り換え

¥/OX/OFFスインチ

1. 

3. 

ANTIボ1)ューム

h v 

ーム

DEしAYつまみ

ANTI市リューム潟繋穴

ム言問整穴

()SS8， FM， AMモー聞ド

VOX/OFFスイッチをVOX(ι)にすると、 SSB，FM， 
AMモードで音声により送受信の切り換えそ自動的に
うことができま

()CWモード
VOX/OFFスイッチを VOX(~)にすると、キーダウ
ンしたとき自動的に送信になり、キーアップすると臼
にJ寺僧になります O

J土

VOX動作ItJにスピ
何fしないように

f乍しません。)

カーより LUた奇でVOX恒]路が
整します。(ヘッドホン

VOXアンプの利得を調整するボリュ…ムです。
になるように調整してください。

を

な位置でご使用くどさい。

るつまみで

cw運用のとき、 DELAYつまみを反時計方向に回し
切っておくと、フルブレークイン運用のような動作と

なりま



務即時問。

1時 続 て ミ

4-11 13姐 XITにつし

4-11-14. ム子機能

シンプレックス

'- j 0 

3 

ON/OFF 
キ

。ト<!OFF
キー

けiに数

直I直:ヨJ [~~ 

を高iして、スプリットによる

1 シンプ}レックス》ご

VFOAとVFO

2. SPLITキーをtfJlしま

波数を土l.lk ま
波数はディスプレイ[

。

をしたいとさ な

を押して、

3. TF SETキーな;甲しながら、L¥Fキー(ずンキ一一ω7)そ
f甲します。 TFSETキーはi[jlしたままにし主
表示がdF 0.00 kHzとなります。

4.メインつまみやM.CH/VFO CHつまみを出すと、受
信周波数からの移動量が表示されます。

TF SETキーから指を離すと表示は受信周波数表
になり、再てfTFSETキーそ押すと4で設定した
になりま

ムF機能の動作を解除するには、再度TFSETキーな
押しながら、L¥F二子一(テンキーω7)を押し去す。

ムF機能で設定した送信局波数は、動作を解除しで
もそのまま送信側のVFOにメモリーされていま
す。

3事



4-11-15. 電源投入時の機能設定

(1)初期状態の解除または設定

LSB/USBキ
れ、いろいろ

メニュ一番号は、

する機能を

を押しながら、 POWERスイッチをONにすると、ディスプレイにメニュ一番号が表示さ
を変更することができま

M.CH/VFOCHつまみで選択できます。機能の変更は、 UP/DOWNスイッチで行いま
CLRキーを押しま

~ 

?り仁トLι一¥，三…J二Lι，一…一
ON 

ま u

ON 

ハH
U

…
t
i

一つ
ω

Y
E
E
8
4

一
噌
g
i
ム
一

-z'aA

:主

クホールド機能のON/OFFができま

/DOWNスイッチを押したとき、押す前のバンドの周波数を
しないのFF)か、の切り換えができます。

ートモード機能の

動作をON/OFFができま

チャンネルとVFOとのSPLITのON/OFFができま

のメモリーチャンネノレにlチャ

る ON 

ON 

ON 

OFF 

OFF 

1 

対

:主ずっ



被貯 置題盟理題覇圃

キ
A
伊

ィスプレイにメ ムー ぷし、 し1ぜ、一一

手。 υj L:t、 /メイツ

します。

をイ ト

を10kHz、

35 

36 
kHz 

170 

FSK;I差{言のキーショ…トのときに、
(ON)の切り換えができま

FSKモードの受信トーンを、 HIGH(2125Hz)かLOW(1275Hz)かを選択
できます。

CW受信時のピッチ舟波数を400Hzから800Hzまでの間そ50Hzステッ
プで変更できます。ただしサイドトーンはがJ800Hzで変わりません。

を土l.lkHzか土2.2kHzに切り換える二とができます。

ON 

2125 

800 

1.1 kHz 

部のRF回路は動作していま19でONを選択したときでも
共用はできません。

41 



4-12. メモリー

4・12-1. マイク口フ。口セッサーバ、ンクアップ用リチウム電池について

本機は、リチウム電池でメモリーのパックアップをしています。このためPOWERスイッチを切っても、
メモリーは保持されています。リチウム電池の寿命は約5年ですo POWERスイッチを入れたとき、前にメ
モリーした内容が消えるようでしたら、リチウム電池の寿命です。早めに笥11車交換を行ってください。リ
チウム電池を交換する場合は、購入庖または最寄りのサーピスセンターに

4-11-2. マイク口プロセッサーの初期設定状態と 1)セット

購初期設定状態

ド
フィjレタ

8.83 

61王

6k 

ルタ-

455 

2.4k 

2.4k 

1)セット

次の2通りの方法がありま

l.A二 Bキーを押しながら、 POWERスイッチを入れ
ると初期設定(オールリセット}されま

オールリセソト

Bキーを押しながら、スイッチそ入れる
とメモリーチャンネノレの内容を除さ、初期

リゼット)されま
4回l メモ1) ャンネル

メモ 1)

ンネル番号 名称

OO~89 
シンプレックスまたはスプリットメモリー

チャンネル

90~99 
区間指定メモリーチャンネル

(プログラマブルVFO)

12-4. メモワ

各メモリーチャンネルにメモリーできる内容は次のとおりです。 (0:メモリ X:メモリ

00........89 。。 ※1送受信ともにFMモードで
スプリットメニεリーとして
るとき

ロックアウト

※2 

として
。

永小

モ…ド

メモ

ノ¥

※ 



よ きメモ

M.INキー

輯額額調

、ブイ/しタ-~

に/

窃

A 
TX働

a制
刷
。

a綱
m
e@

 

ageeagm句

会
館

mve

amm噌
eamm句 Hl 

us日

2. M.INキーを押します。ディスプレイには、最後に
したメモリーチャンネノレが表示されま

3.メモ 1)ーチャンネルをM.CH

テンキ}により指定します。

つまみまたは

4.再び、 M.INキーを押すと、指定されたメモリ
チャンネルに周波数、モード、フィルターなどがメ

モリーされ、もとの動作状態、に戻ります。

タがメモリーされているチャン

を押すと、そのチャ

消去され、新しいデータ
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スプリットメモワー(送受信異なった周波数)のしかた [00......，8事チャンネル]

1.メモリーさせたい受信用波数、モード、ブイルタ

などを設定します。

(例)VFOAに21.200MHzを設定した場合

I:J t守丹内内
'.仁 LILI. LI LI kHZ 

US自
吉LO¥<l

2. A/Bキーをします。

3.メモリーさせたい送信周波数を設定しま

(例)VFOおに21.210MHzを設定した場合

c 
USB 

o ri丹
I LI人LI kHZ 

SLO¥<l 

RX ・・
Txt 

RX 
TX ~ 

4. ったら再びA/日キ します。

U合B

IT 

kHZ 

吉LO¥<l

間貰@
A昌

γ)( 働

6. M.INキーを押します。ディスプレイには、最後に
操作したメモリーチャンネルが表示されます。

7メモリーチャンネルをM.CH/VFOCHつまみまたは
テンキーで指定しま

さたメモリー

正J'メ



ャンニξ

チ γ>才、)vは、
lこ}ずると擦準メ

1)ーすることにより、メ

盟理瞳欄

マ

メ

閉したいバンドごとω
す

五l

ン仁トび) ~ 

メモ 1) せたい下限 または上

@
A吻
x
x
 

nM円

T
S

LS日
主Hl

SLO" 

2. おキーそ押しま

3.メモリーさせたいj二限周波数(または一下限周波数)を

設定します O

(併)VFOBに7.100MHzを設定した場合

s 
主 l

SLO" し58

4. キーを押しまったら

ディスプレイには、

ネノレが表示されます。

に操作したメモリーチャン

6.90から 99までのメモリーチャンネルの内、希望の

チャンネルそM.CH/VFOCHつまみまたはテンキー
により指定しま

7.再び、 M.INキーを押すと、指定されたメモリ
チャンネルに設定した周波数およびモードなどがメ

モリーされ、もとの動作状態に戻りま

ご注意
すでにデータがメモリーされているチャンネル

を選択して、 M.INキーを押すと、そのチャンネ
ルのメモリー内容は消去され、新しいデータに変

更されま
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4嗣12・6 メモリーチャンネルの呼び出し

次の方法により、希望のメモリーチャンネルを呼び、出すことができます。

1. VFO動作をしているとき、 M/Vキーを押しま
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されま

2. M.CH/VFO CHつまみで希望のメモリーチャンネル
を選択でさま

3. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押すか、
M砂VFOキーを押してメモリーの内容をVFO&こ
してください。

そりーチャンネんの擁鵠{メモワーニミク時

次の方法により、受信周波数を変えずにメモリーチャンネルの内容を確認できます。

2.恥1.CH/VFOCHつまみまたはテンキーでメモリ
チャンネノレの周波数がチェックできます。

3.メモリースクロー
してください。今

を解除する 、CLRキ



l 

き ヤ いとき

ヨ|

そしているとき、/キ を押しま

ィスプレイには、最f三えに操イノドしたメモ i)ーデ γン
才、/レが表示ろれ

三キ にし

3. CHつまみ会
ンネノレのみ切り換わりま

よ/)、 メモリーしたチャ

4. VFO動作に戻すときは、 M/Vキ
M惨VFOキーを押してメモリーの内
してくださし、

? にしま

3. M.CH/VFO CHつまみを閉すと、
切り換わりま

を押すか、

をVFOに移す

チャンネルのみ

4. VFO動作 ときは、 CLRキーをt甲します。

チャンネノレカまないとき、加工CH/VFOCHつま
回すと、モールス符号でCHECKとスピーカ
出力します。

覇萄司
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4-12-9剛 メモ 1)ーシフト (メモリ ャンネんからVFOへのデータ転送)

次の方法により、メモリーチャンネルにメモリーした内容をVFOへ転送することができま

メ 1)ーチャンネルの内容|

RX ・梯
A 
X噛

X 煙量診

富
X ... 

RX轍
A嘗
τX .. 動

関 A 舞髄鶴
す噛

シンプレックス

1. VFO動作をしている場合、 M/Vキーを押しま
ィスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されま

2. M.CH/ VFO CHつまみ
を選択しま

スプリット

のメモリーチャンネル

区間指定

メモリ チャンネル メモリーチャンネ)v メ 1)ーチャンネjレ

(OO~89) (OO~89) (叩~99)

っ富 重 r 一→ 襲
ZLてい

yυ) 兵

されます

事
符X 軸 RX輔 RX曲
A A窟 A 
τX醐 TX 軸 すX輔

RX @震診 時X 軸 符X '"静
器 τxA嘩 器

時
TX 盛皇陵 τX 緩器密

RX睡 震〉〈 A睡 器 関X 暢
A A 

すX唖 τx ... 診 τX軸

提X 復調惨

疑}く A 醜蕗 窃議接

野 騒
すX 毎揚島 すX噛 TX .. 勤

しでも



l 

により、¥チャンネ/しにメニ_i) _ したコよ

c
、
/

J
パ

ツ

ヤ

ま
チ

ー
ー
し

j
 

ィスブノレイに(士、

ィ、 jレが表ノメれますぐ

したいメモ 1)、デーャンむ日つまみ

しま

3. DOWNスイッデ i})
たは}i司波数)が確認でさま

4. スイッ

または仁

}、レ

5. VFO動作に戻すときは、/ヰーーなか、
M砂VFOキーそ押してメモ 1) の内容をに移す
してくだ、主い。

4-12-11. メモリーチャンネル(00'"'"'89)のモーにフィ jレター帯域の切り換え
メモリーチャンネル動作時に、モードやフィルタ戒を切り換えるニとがで3ますが、メモ 1)… i})内容は変挺
されませんのでふたたび呼び出したときは、メモリーされているそードやブイルタ一帯域に々ります。



4目12欄12. メモ 1)ーチャンネjレの消去

次の方法により、希望のメモリーチャンネルを泊去できます。

1. VFO動作をしている場合、 M/Vキーを押しま
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されま



をしているとき、

イスブレ fには、をに
卒、ル!J三点 'jシ L主

τ子ーな押しますっ

仁た/どを 1)一)デ

乙キー

チャンネ/レ会

と、メと 1)~れているメ

りしスキャンします。

:i。スキャン IjJでも M.CII f~) 、巨 人、 fj

11 ;1、ン¥))スイッ f け削ノ 1 、

イケ

i メモリーザーャンネノレにひとつも奈さ込まれてい

ないとさき、またはすべて口ツクアウト怠れている

とき SCANキー与を押すと、モールス符対で
CIIECKとスピ}カ」より III しま寸。

4.スキャン
くださ~ ，。

5. VFO動作に
M診VFOキ
てください。

を解i徐す一る は、 CLRニヤ を押して

すときは、 M/Vキーを押すか、
を押してメモリーの内容合VFOに移し
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4-13-2. グループスキャン

100チャンネノレを 10チャンネルごと (OO~09 ， 1O~ 19，・・・・・・・， 90~99)のグループに分け、そのグループの範闘

でメモリーされているチャンネルのみスキャンします。

1. VFO重力{乍をしているとき、 M/Vキーを拘1します。
ィスプレイには、最後に諜作したメモリーチャン

ネルが表示されます。

2. SCANキーを押しながらテンキーでスキャンさせた
いグループの最初!のチャンネル(10桁台)を指定しま
。

101・・・・・・・‘・・・・・・ー 。~9 チャンネル
']・・刷.. . . . . . .. 1O~ 19チャンネル
1............. 20~29 チャンネル

3. SCANキーをはなしま

(仔Ij1)グループ2

CH20 

(例2)グループl
した

90~99 チャンネノレ

スキャンがスタートしま

した;場合

CH29 

よぴ、グループ3のjki

! 工トー 房長冊 eω.1 lT I 

4ス下ャン111で、も M.CH CHつまみ、むよマイク
日;t;ンO)UP/DWNスイッチは動flドし支す。

5 スキャン
くださし込。

されません。

CLR二千ーを押して
されるまで解除

γ 苦手乍に fだすときは、二子ーを
M務ニーを押してメモリーの内者をに
でください。
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と 日/つまみで口ックア'/ト L
リーグーャンネ/レをよ芸者1:します。

とメモリーチャンネル

し、ロックアウトされ

メけますと、

説
民

主 l

SlOl<l 
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CH 

a
m
e
a
a事
@

g

 

q
d
 

H
U
 

マ
ノ」、クカヲ4 もう…!主仁キーを持可すと、

ロックアウトは解除3れます。

、ーに乙北品 1 

メモリーされているすべてのチャンネルをじト:; I 

クアウトしてメモリースキャンを行うと、モーレ|

ス符号でCHECKとスピーカーより出力します一。|

5. VFO動作に戻すときは、 M/ キーを押すか、
M砂VFOキーを押してメモリーの内容をVFOに移し
てください。



4胎13-4. 日グラムスキャン

VFO AまたはVFOB動作中にSCANキーを押すと、そのときの周波数から高くなる方向(または{尽くなる
方向)にスキャンをはじめま

90~99チャンネルに何もメモリ…していないとき、 SCAN キーを押した時点、で自動的に次の馬波数が
90チャンネルにメモリーされます。

ド限周波数 30.00kHz 

上限周波数 40.000(TS-690 I士60.0()OMHz)MHz

従ってこのときは受信可能範囲すべてをスキャンします。

90"-'99チャンネルに民間指定メモリーのデータがメモリーされているときは、そのデータに従って民間
メモリーチャンネjレすべてをスキャンします。

スキャンさせたいチャンネルを指定することもできます。

チャンネjレの指定

1. SCANキーを押しながら区間指定メモリーチャンネ
/レ(90~99 チャンネノレ)の末尾の数字に相当するテン
キーを押してください。

w!Jえば、 93子二ャンネルならデンキーの3をJ可1してく
ださい。 93チャンネルにメモ 1)ーされた周波
をスキャンしま

2 

スキャン0)均年主

υ ;、ノ〆)' ~--- '，.!... チ ω~ '-
1)¥' -沼、売主
'- ~- --，.~ 7 0 

4.スキャン
くだ与し込。

ーか る l士、 CLRキーを押して

きま 宇
A
V

的iJ)メモ 1)ーデーャンネル 91に 1 下限)、

i民)、メモリーチャンネル 92に
21.000MHz(ド限)、 21.010MHz(上限)がメモリ
されている場合。

SCANキーを押しながら、テンキーのlおよび2を押す
と、メモ 1)ーチャンネノレ91と92にメモリーした範囲内
り返しスキャンします。

メモ1) ヤ l メモワ ヘフ

14.000 14.01 開Hz 21.000 21.010糊Hz



ー
〕
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¥
↑
υ

ド

して色ンルスキF (士、
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4-14. レピーターによる

29MHz())レピーターは、 &射を利用するため、広い地域のアマチコア);;)と することができま

には別売のトーンユニット (TU-8)が必要です。

1 グノ争、モィ}、
~\ 1 ，--- ¥， ~ハ

んだときに、トーン河波数は88.5Hz、連続(Cljパースト(B)切り換えは

1. VFO Aにアクセスしたいレピーターの
を設定します。

(例)VFO1¥ に29.650MHzFMを設定した

2. ニーそしま j 0 

3. VFO Bにアクセスしたいレピーターの
しま

おに29.550MHzFMそ設定Lた

4. キーをt甲します 0

5. SPLIT子、を押し 。
とγFO お上で}VFORUJ 

6 

周波数

!苛波数

カ?

7. 必要ならこのデータをM.INキーを押し、希望の
メモリーチャンネノレ~ 89の間}にメモリーして
おきま

8 マイクロホンの PTTスイッデ{を押すか、
REC/SENDスイッチーをSENDにすると、
になりますのでマイクロホンに向かつて

ださし

を与えないこと
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只司ちγτJ ぜ一i送剖踊胡問丞剖問釘出f信街伺言釘訊j潟萄賊蹴…一…t仁い川…:29川2悶削山一…一9日問山…6引m川7刊70tl飢h
受イ信玄腐i波皮数:29吉.570M、叶AトHz

'c， 。 r'J"
O~ 

29MHz帯の電液のとどく範簡は、季節および時間によって時々刻
化しています。

したがって、いつ、どこからでも自的のレピーターをアクセス
るとは限りません。

まず目的のレピーターの送鰭舟波数を受信してみます。

もし、他局が交信しているのを良好に受信できたら、そのレ
ターはアクセスできるはずです。

無意味にそのレピータ一周液数での篭波の発射はしないでくださ



4ω15剛パソコンニコント口一jレによる運用

インターフェイスIF-232C(別売)を接続することにより外部のパソコンで以下のコントロ
す。 詳しくは、取扱説日 j書(5]IJ売有料)を用意しております。お近くの当社サービスセンタ

ください。

部品名:コマンド解説書 部品番号:862・0098-00

豊富パソコンでコントロ…ルできる内容

コマンド

DN;LJ 

ドA/FB

FL 

FR/FT 

師、i

Fメ

lD 

IF 

LK 

:イクホン以)UP/DOWN ~ I;;JI; 

八またはVFOおの周波数設定

，，'ぴ)説、7メ11'，L 

ゲヲン

γンネ (j)，淀み11¥~~ 
戸 J

o 0 00  

o 0 00  

ア叩

/ 

PT 

RC 

iミD!lW

1<エf

wr 

RX/TX 

dノりぶF

び

1 1 XITのON/OFF

ルができま

ハーソナルコンとえータ

(DSP IO() しているとき、 IF-232C:土DSPl(約ωCONTOUTに し主ア。)

ト



2 

ジタルシグ、、ブノレブ口々ッガ ーノt
 

レ
2
h 仁1黒人

のブ ズシブトネ、リトワ」ケ 一、
〉ノ

、
れツ ぷ〉

g 

がり、立ち下がり をデジタ により整形しているため、 カ吋持=ら jし

と、 84次の町民ブイルターにより、振幅
られま

延 カt で、 100% までひ

ド
波形の立ちよがり、立ち下がり特性をデジタル

め、ひずみの少ない良好な変調波が得られます。
により整形し、 ヱうま なFSK を行うた

⑥SSB， CW， FSK受信モード
SSB， FSKの受信信号をDSPにより検波を行いますので、従来のSSBモードより高育賓の
らjします。

DSP-IOO している ブ、ノレ し、下i玄!のよう しま

DSP-IOO 

ーブルはDSP回100のCONTIN 
と、トランシーパー左横の

クターとに

6ピンケーフル

l
 

n
uれ
れ
れ
け
け
川

υ

。o 00  

。O

イラストはTS叩 450Sです。

接続図

5事



自8(SSおの送信出力調整)を必ず実施してください。

1. トランシーパ一、続いてDSP-100の
ます O

2. DSド100のTXスイッチを:J'EfJします。

をONにし

3 トランシーパーのそードをUSBかLSBを選択しま
す0

4 トランシーパーのSEND/RECスイッチを押して送
信状態にします0

5. マイクロホンに向かつて言活し、トランシーノfーの
ALCメーターの振れがALCの範囲を超えないよう

に、 DSP-100のMICGAINつまみを調整します。

1. トランシーノて 続いてDSP-100の電源をONにし
ま j 0 

2. DSPφ100のTXスイッチをt甲しま j 0 

3. トランシーノてーのモード1rCW(またはFSK)にしま

1. トランシーパーのSEND/RECスイッチを押し、
キーダウンして送信状態にしま

l、三/ンー/、~メーター υノすげしがパムしり

えないように、 DSP-IOOのCARLEVELつ
します。

l トランシーパ一、続いてDSP-lOOの をひNにし
ます 0

2. DSP-100のTXスイッチを拘1します。
3. トランシーパーのそードをA乱fにします。
4. トランシーパーのSEND/RECスイッチを押して送
信状態にしま

5. トランシーパーのPWRメーターの撮れが最大出力

の約1/2になるように、 DSP悶100のCARLEVELつ
まみを調整しま

6 次に、 トランシーパーの PWRメーターの振れが23ぺ

ジωイラストレベルを越えないよう、 DSPω100の
MIC GAINつまみを調整しま

がまたは電源がになっているとき のMIC
ん。トランシーパーのつまみをご{定府ください。

トランシ…ノ し〉て の をにし

なるように、

域

4 



4-1 

f 
t 

ン

1)一二ノノ/ノンノ I ωノ/ ゾ/レル IJして、 1'1文!u)仁う γ

イラストはτS"450Sで寸

(2)運用のまえに

TL-922(ヤ v)USプラグ付ヨャ、 プノレは しませ

1. LSB/USBキーそ押したまま、電源スイッチをONにしま
す()

2. M. CH 
1 生

CHつまみを回してメニュ

3. UPまたはりO羽TNキー安t申して、
リモートコントロール悶リレ

4 ゴドー 1 キす

の16をふ

にします O

になりま

5.リニアアン/"の調整はリニアアンプω取
てj操fF'してくだ3し〉。

明書にかとつ

事1



4・1号 外部アンテナチューナー[AT-300(別売)接続時]運用

本機には別売の外部アンテナチューナ…(AT-300)が接続できます。
ローバンド用の、ロングワイヤ…アンテナなどとのマッチングをとりたいとき有効に機能します。

よび設置についてはAT-300の取扱説明書を参照してください。
は動作しません。

するときは、アンテナをANT2に直接接続してくださし

(1)トランシーパーとの接続

i湾翰ケーフル

アンテナ

イラストはT3-4503です{

(2)運用のまえに

Jらずーします
コントロ ルケーブル(15m付獲)

1. ENTキーを押したまま、電源スイッチをONにします。

2. M. CH/VFO CHつまみを閉してメニュ一番号の01を選択し
ま

3. UPまたはDOWNキーを押して、表示をONにしま

4. CLRキーを押します。

この謙作を行った後は、内蔵のアンテナチューナーは動作し
ません。

にぱ 、AT.300を取り外したときは
してくどきし」



AT TUN巨インジケーター

4・ し

2噌 ー ドがとなり、 Aす
チューニング合開始し

に回し

出力は10羽fで

3.チューニングが完了すると、 AT TUNEインジケーターが
え、自動的にもとのそードに戻ります。

4.約20秒しでもチューニングが完了しない場合は、ビープ
よる警告音がでます。

もうー鹿AT TUNEスイッチを押してチューニング動作を
OFFにします。

がでたときは、アンテナ

場合がありますので、ま

くださし、

ナ
イ
プ

-
ア
ツ

ン
イ
ア
ス

p
h
d
 

とを

事3



4-20. スブリット周波数転送機能

トランシーパーを2台接続して、どちらか
です。

の運用情報を、もう一台のトランシーパーに転送する機能

は、その他の機能の動作が遅くなる場合があります。

はTS舗450，TS-690，TS-850との聞です。ただし、データを受け取る側で機能しない情報は
を受けた側で無視しま

3. TS-850との間で転送するときは、 TS-850の電源投入時の機能設定メニユ N035(スプリット
<20Nにしてくどさい。

4-20-1.接続

6P DINプラグそ使用して、楼続ケーブルを作成するか、または6PDINコード(lm)で各々のACClコネク
ターを接続します。

6P DINプラグ(別売)(部品番号E07ο654-(5)または6PDINコード(別売)(部品番号E30-3047剛05)をご希望の方
は、最寄りのサービスセンターまたは営業所にお問い合わせくだ、さい。

E30-3047-05または自f乍したケーブル

。。 。。 。o
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¥ 

。。¥ノ

/日

4芯シ jレドケーブ jレ
から

(フラグを表明iJから見fこo)

片方のトランシーパーにDSP-IOOが接続されている場合には、図lのよう しま

ε30-3047-05または自作したケーブjレ

o 世立

。
00  

一〆¥

DPS-IOOI二付属している6Pケーブル

イラスト iまτ5-450S"("す
00  

。。



のトランシーパーに ハり}
 
(
 

れていど〉 l:;土 心)う

1，1 

イラストはTS-450Sてずす

< E30-3047-05または自イ乍したケーブル

イラストはTS-450Sです

2 

DSP-lOOの電源がOFFのときは、この機能は動作しません。

4-20・2 機能の設定

方ωトランシーノfーを、
りONにしま
(本機では40べ

r)) にJ、

18) 

4-20-3. 転送できる内容

受信周波数とモード

4幽20-4.操作 1.データそ送 1)tBす1H1]ω1¥1.IN'i二一会押します 0
2.メモリーグーャンネルのoりを選ヴ主す
3.もうイ芝M.INキーそ押しまずい

ご;主意
このf栄作をすると、出jにメモリーチャン才、/レねりに
入っていたデータは転送しんデータに汚き伴わりま -j。

の操作ふをすると 3はメモ 1)~ャン午、ノレ仰の
タはあらかじめ地ωメモリ チー γンネルに
おくこと会おすヂめします υ

転送が終わるとデータぐと受けた1f11]U) 

モールスでアナ r;;ンスします。

レ~
y 
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と

次のような症状は故障ではありませんので

は、当宇土サぃピスセンタ』にご相談ください。

めください。 に従って してもなおご不審な

入っていない。

スイッチを入れでも マイクロプロセッサーの

している。

2. 
3. 

イッチが入っている。 12. スイッチ

スイッチがSEND13. RECにする。
るO

(J  ス?ツ



1J、 ぐと lU誌の

に 1t:1]し

ぷ〉 ω。

向)に

がONになってし

スご子 ~γ ンカヲ

る〉え?」関AU
J

一

音

パ

ト
j

J

牛、

卜

外

引
に

1
A
い
し
め

数

数

波

波

周

周

北
田
仰
の
の

主

次

こ すら弱含りのみ)

これはセットの周波

出力が出ない。 l.マイクロホン端子の差し込み Il.マイクロホンを確実に走し込んで
くださし〉。

2. MICつまみが絞ってある。 12.MICつまみな時百十方向に回してく

3.アンテすの 不

ださし )0

3.アンテナを に持続してくださ

が掛かない。 Il.ボリュームが反時計方 Il.ボリュームを回し、適当な

動作の場合、スピーカーの

でVOXカヨ{動いてしまう。

アアンプが働かない。 I1 リニ γアンプ用のリレーが動 Il.動作状態にする o (cr4-18. 

(cア4-18

になっていないo

2. REMOTEコネクターの
良。

67 



6-4. 調整

ケースの取り外しと取り付け

ド側ケースのカバーを取り付けている2本のねじそ外しま y。

を取り外し、または取り付け

スイッチをOFFにし、 DC
3てください。

そ取り付けるときに配線を

でください。

口
Z
A制

「

1
1
1
1
!
J

r
1
1
1
i
j
L
 

IF u杓1γ

さし九

OB  

!J31>U NOlldO ZH~ÇÇヤ

。一m山 000 O 

:サイドトーン

調整ができます。



守

1
}、 ン、…ーノミ ース しまフー

ス なタトしま了。

る

3. PLLニムニットのシーノレドカパ タトします。

カー用コード

L 
4. PLLユニットのTPl
芳し込み、もう

みます。

5. JJY /WWV(lOMHz， 15MHz)などを受信しま

なり、

持時、規格内に校正されていま

場合以外、調整しないでくださ

7.調整が終わったら、マーカー用コードを抜いてくだ

トなどそ元に戻すときに配線を{易

してくださしミ。

自哲



7. アクセサ1)-(別売)の組み込み
作業を始める前に、必ずDC電源コードを抜いてください0

7-1. フィ jレター

おli?J3)

717J<コ

5長

1 F UNlT 

445 
(CW) 

図 l

1.下側ケースのカバーを外します。

2.国lのようにフィルターを取り付ける場所のねじを
外します。

3.フィノレターを取り付け、ねじで定します。向きの
はありません。

4カバーを元どおりに取り付けてください。

しま

2. キーを押したまま、

グ。

スイッチを入れま

3. M.じ c日つまみをして、メ二二L一岳けを
択します。(表1 照)

4. UPまたはDOWNキーをj申して、 をONにしま

5. 2個以上のフィルター安同時に組み込んだときは3

と4を繰り返して操作します O

6.ブイノレターの設定が終わったら、 CLRキーを押し
ま

とYG“455CN-lを取りイすけた?呪J Cハ
は 2Ak 表示となり、 YG-455CN-l
と々り、それぞれ実際の暗域と



ト

ト…ンユニット

IF UNlT 

マ
フ口ン卜ノてネJレ

ケース手十外、し主 J。

ヵL
L
…
 

ナヘソム しま寸。け

事務

。一

3.シャーシにある取り付け

インドねじ3本で取り付けま
に、 VS-2にイ、jナ活ωパ

VS-2にf寸!高のさら jユじ、クッションは
んので保存しておいてください。

4. 8ピンコネクターをVS-2に差し込みま

5.スピーカーを取り付けた後、土側ケースを取り付け
寸。

] 下偲1)ケースをタトします。

つ 玖7ヌァh，) H-J，寸，.-L '1主、けい に、手、十ご持干 7 ナノアペノ

ケットに差し込みま

、ノ

に付いている両面 テープの剥離紙

4. TU-8をプリント碁板ω指定位寵に取り付けま y 。

5. TU-8に付いているスイッチが連続トーン慨になっ
ていることを確認します。

6. ド側ケースを取り付けます。

71 



7-4.温度補償型水晶発振ユニット(SO-2)

ハU
仲
良川
仁二コ

Pしし UNIT

?
i
由。

2 

1. 仁{則ケースをタトします。

2.スピーカー取り付け金具を外しま

3. PLLユニットのシールドカバーを外します。(図1)

4. PLLユニットのCN~)の同軸コネクターを抜きま
プリント板のねじを外し、引き起こします。(図2)

5 ジャンパ一線W4，W5をカットします。(図2)

に取り付けて、はん行付けし表待。 SO-2そ
す。([)gJ2) 

7. CJ) 出ふアタ

めまナ。

し込み、ゾ ント版ωね

lこ指を挟んだり、自己主浪を
ヲ附すまないようにしてくだ、さい。

メシールドカパーとスピぃカー取り付け

す。
を付けま

に指を挟んだり、 I~己総を基板とシャ
まな、い上うにしてく

とシァ シ



二L…ト

手。

ニットのソケッ

づ¥

フルをコントロール

まず。([究12)

けr) 

し/

3.ブラットケ

ドケース

/レドカノてーを外しま4 フィノレターコ~ニットのシ
(凶2)

ユニットのCN9に;). 7ピンコネクターをブイルタ
し込みます。(図2)

二L6向車出コネクター(白チューブ付'き)をブイルタ
ニットのCN3に差し込みます。(図2)

ごよ}ーツト 0)7.もう一方の間報iコネクターをフィ/レタ
CN4に売し込みます。 (~2)

タノ

ユニットのWらをカットします。(凶2)

:ぉ

8.ブイ/レタ

9 ブイノレターユニットのシ、ルドカノぐ

ケースを耳又り{寸けま

図 l

に信号とuたんだり、配給i合
まないようにしてくだ3ト。

え
一斗
寸

キ
小
、

-A N
 
E
 

噌

3
3
A にします。

、UPまたはひOWNキーを押して、
をOFFにします。(タト部アンテナチューナ}モードを
内部アンテナチューナーモードに切り;集える)

;). CLHキ

ぴ)01を

します。

スイッチ

2. M 仁H/VFO つまみを Inl してメ二 L~
しま

4 

:).ノJ~ /r;OFFに伝っていること

したまま、

を押します。

73 
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7-6. パワーアップキット(Pん450)

ごj主意
このパワーアップキットは、 TS-450V/690VのHF帯終段入力を200Wにするためのキットです。
TS-450D/690DからのパワーアップについてもPA-450を使用しますが、内部四路の改造を搾いますの

さき社サービスセンターにお問い合わせください。

測定器をお持ちでない方は販売詰または当社サービスセンターで行ってください。有料となります。

なお、調整のみを依頼するときも有料となります。

パワーアップ後は、本体に付属のDC電澱コードは世間できなくなります。 別売のDC電漉コード
が必要です。

用意する工呉、測定器と付属ねじ

斉三 名称 さ 個数 用途

@プラスドライパー

@リードペンチ

Jやi令¥，jλI Smm 、〉

〆Jι，ず¥，、1!、♂ lllll日

デソ/うノ fト
6rn11l 

瞳10Wアァイナjレユニットの取り外し

「己主意
!iはじめに、 POWERスイッチ

mqlコJlj

@ 

⑮ 50D(耐電力lO()W以仁)のダミーロ
計または終端形電力計

ノ〆ン仁 Y!II11 る
@ 

け こノタ II[ 11 DC電源コードPG-2X(日1]:i'C)

ドと通過形電力

ヨ 11M明コネクター付さわj軸ケ ブル(5D-2V以上;、 1m

こ]、 ド会抜いてくだ主い。
lつ f I 4i-I t，す)1守 R'マハム十!十グ7 ).-7ル" 11赤十(j)明、 保/毛主丸、ハト人 17 I イノナ"，τペ

3.間部のない配線に子を加えたり、

定ぅ

究

• 

にマーク

日

(このケ ブ

あとでf重

を{努つけたりしないようにしてください。

11. UWljケースを外し l主す。 下関ケースのj主じも外

しておきま-ro

2. フィルターユニットのシールドカバー合外しま
す。

3. CNlの同軸ケープル令抜きます。
TS-690はCN2も抜きま

4. リード(赤色)付きコネクターを外しま

5. 6本のねじを外しフィルターユニットをシャ
シごと起こします。

一一一ー 、¥

下に押す¥¥

¥ /  ---
ノ
ノ〆

(tこfごしTS-690のみ)

¥ 

/ 



和

u主主猶)

田100Wファイナjレユニットの敢り付け

協
②
物
③

~ 

九弘口
@菌留島川
@②②②長

① 

(注)

(注):長いねじは故障の原因に
なりますので使用しない

でく fごさいの

このコネクターは、

後でIOOWファイナル

ユニットのCN8とCN91こ接続しますれ

!ι から;れている

外します。
まれとし〉るときの

1)7碍 内つード 2アト;のコネケ

:ぉ

2詑

しhど〉

才、 イア

9 されているコネクターな外に

10. Wl(ファイナル入力)に接続されている同軸
コネクターをRFユニット側で外しま
TS-690の場合はCN7に接続されている同軸
ゴネクターも外します。

口11 IC1，2，3をシャーシと接角虫させているスプリ
ングをリードペンチで外します。

12. DCソケットの十(赤コード)に
る ~I ンデ、ンサぐと外します。

3れてい

13 DCソケットを外します。

¥¥いを航押し刊ソ卜

尭~ 内部iこ押し込みますo

14.プリント板を取り付けている6本のねじと、
トランジスターか取り付けでいろ4本のわ)':

を外しま

1 ファンモーターを付属の短い方(4mm)のな
べねじ2本で取り付けま

2. シリコンコンパウンドをトランジスタの取
り付け位置(図の襲撃部分7か所)に均一に少
ります。

ンバウンドを主主るときは

ないように注意してくださ

衣服についたときは、洗

ださい。

後のチュープはお子さま

に保管してください。

3. トランジスタQlの取り付け部へ10Wファイ
ナルのQlの位置にあった絶縁板を移動し、
その上にシリコンコンパウンドを塗りま

す。その襟、トランジスタQlの取り付け部
の穴位置と絶縁板の孔を合わせてくださ
しミ。
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lあ

11)併i

。02 06 01 

車

巳耳

RFユニソトのしJ
DRVへ川

4. 100Wファイナルユニットを放熱器にのせ、
トランジスタ Q1を付属の長い方(8mm)のな
べねじでf反止めします。その際、トランジ
スタQ1に付いている絶縁ワッシャーが浮き
とがったりしていないか確認してくださ

5. トランジスタ Q4，Q5を付属の長い方(8mm)
のなべねじで仮止めしま

6. トランジスタQ2，Q3， Q6， Q7をP75の手I1関14
で外したなべねじで仮止めしま-J-0 
7. タップタイトねじでプリント基板を放熱器

;こ{反めします。

8. 仮止めした部分に無理が掛かっていないこ
とを確認し、すべてのねじを確実に締め付

けま

9. サーミスタを付属のタップタイトねじで
シャ…シに取り付けます。

10. DCコネクターを耳叉り{寸けま
11.サージアブソーパをシャーシに取り付けま

U 12. 1C1，2，3をスプリングでシャーシに間定しま

13‘W5から出ている赤白コード 2本のコネク
ターを耳Xり{寸けま
14. W4から出ている赤黒コードを取り付けま
す。 (TS-690Vで既に PA-51が組み込まれて
し》るときの

. 115. W6から出ている 4本のリ
タ_.ド継コネクタ

で既にPA-51が
ときのみ)

16. CN2，3，4，6(TS-690のみ)，にコネクターを取り
付けま

17.ブアンモータのリード{寸きコネクターを
CN8とCN9に耳反り付‘けま
18‘Wl(ファイナル入力)に接続されている河軸
コネクターをRFユニット側に取り付けま

ク

る

、

ネ

し

コ

て
)
レ

為

J
r
-

、
念
品
一
，

付
ヰ
ノ
ま

ド
引
込

，t
q
j
 

れ

ソ

み

TS悶690の場ー合はCN7に問軸コネクターも
り付けます。

19 取り外したlOWユニットのCN1についてい
た同軸コネクターを、 100WユニットのCN1
に取り付けます。

20.配線のスタイノレどりをしま



電源

布

告

トランシーパー

〔接続11IJJ

自由日

アあら 7う、じ

2 コードPG】2Xを しま

3 におjしもプjります。

4. DC安定化電掠のPOWERスイッグーをON、つづ
いてトランシーパーのPOWERスイツデをむNに
しま

5‘周波数を14.200MHz、モードそUSBにします。
MICつまみは反時計方向に回し切り、
にはマイクロホンを接続しないでください。

6. REC/SENDスイッチ ~SENDにしま

7.このときの び〉 草子 しておきま

して、 1 十

このときの

して

十

10. REC/SENDスイッチをRECにします。

11.トランシーノてーのPOWERスイッチをOFFに
し、 DC安定北電源のPOWERスイッチも OFF
にしま

12. 6本のねじでフィルターユニットを取り付けま
す。

13. リード(赤色)付きコネクターを取り付けま

14. CN1およびCN2の同軸ケーブル受取り付けま
す。

15.フィルターユニットのシールドカバーを取り
付げます。

16 ケースを取り付けま

17 



IFユニソ卜

y~~o__翻問題
…防 o 0 
間協10 0 
苧哩ん盟4-W5
CN 8 

! γ 函固

けて温度プロテクションの調整をしま

1. AT TUNEキーを押しながらPOWERスイッチ
をONにします。
2.周波数を14.2MHz、モードをにしま
3. PWRつまみを時計方向に回し切り、 CARつま
みを中央にしま

4“IFユニットのVR20を反時計方向に屈し切りま

5. REC/SENDスイッチをRECにしま
6.IFユニットのVR20を時計方向に回して、電力
計の指示がlOWになるように調整します。

7. REC/SENDスイッチをRECにします。
8. POWEI之スイッチをOFFにします。
(POWERスイッチをOFFにしないと、温度プ
ロテクションの調整モードが解徐されず、出

力は10Wのままとなります。

IFユニソト

[2]J'¥ワー調整

l.一下但リケースをタトします。

2. DC電源コードを接続し、 ANTコネクターに終
端形電力計、またはダミーロードと通過形電力
を接続します0

3. DC安定化電源のPOWERスイッチをON、つづ
いてトランシーノfーのPOWERスイッチをONに
します。

4.馬波数を14.200MHz、モードをCWにします0

5. VR15を反時計方向に回し切ります。

6. CARつまみそ中央にして、 REC/SENDスイッチ
をSENDにします。

7. IFユニットのVR15を時計方向にゆっくり回し
に接続した電力計で100W

8. REC/SENDスイッチをRECにします。

けて50MHz帯の調整をしま
l周波数を52.20MHz，モードをCWにしま

2. REC/SENDスイッチをSENDにしま

3.IFこLニットのVR20を皮時計方向に回して、
とfるように調整しま

4. REC/SENDスイッチをRECにします。

[3]28MHz帯のパワー調整

1齢 S1をONにし周波数を14.200MHz、モードをCWに
しま

2. REC/SENDスイッチをSENDIこします。

3. IFユニットのVR19を回して、電力計の指示が
50Wになるように調整しま

4. REC/SENDスイッチをRECにし、S1をもとに戻します。

5 

しま

をにしま

るように

IFユニットのを
の九7のドットが

イッチ

の指示がにな

ノfワーメータ

に台わせま

しま



IFコニソ}

IFユニット

フ口ントノT才、 jレ

瞳改造後について
パワーアップの改造をしますと、その後のアマ

チュア無線局の運用について法的扱いが変わって

きますのでご注意ください。

1.第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要で
す。

2. PA・450を取り付けたときは、 JARLの登録機種
としては取り扱われません。従って、保証願

の提出時にJARL指定の用紙に送信機系統閣を
記載して添付してください。

申請書の書き方は、 87ページを参照してくださ
し)0

3 

し
ってくださし

しま

メーターの掲示会;

します

またはタや

6. REC/SENDスイッチ しま

7. IFユニットのVR16を回して、パワーメータ
の指示の4ドット日が点灯するように調整しま

8. REC/SENDスイッチをRECにします。

[前日ーパ

1周波数を14.200MHz、モードをにしま

2. REC/SENDスイッチをSENDにしま

3TX Mキーでにします。

4. CARつまみを回して、 ALむのゾーン
ように合わせま

5. PWRつまみ に回し切ります。

ぷ lFゴ一三、、ノトの び)

10Wになるように

7. REC/SENDスイッチ会RECにします O

になる

7うす

以 kで調整は終了です。上側および下側タースを
元どおり取り付けてください。

瞳HFの全バンドを50Wにするには

50Wにパワーダウンするには、 IFユニットのS1を
ONにしてください。

TS-69uVの狂F帯のみパワーアップしてからS1を
ONにすると、関税狂z帯の送倍出力も変化しま

して最大出カをluW
さい。

7事



ット(PA-51)

このパワ…アップキットは、 TS-690Vの50MHz帯送信出力を50Wにするためのキットです。 TS-690Dか
らの改造については、当社サーピスセンターにお問い合わせください。
測定器をお持ちでない方は販売j高または自社サービスセンターで行ってください。有料となります。
なお、調整のみを依頼するときも有料となります。
パワーアップ後は、本体に付属のDC電源コードは使用できなくなります。別売のひC電源コードPG-2Sま
たはPG-2Xが必要です。将来、 HF帯もパワーアップしたい方はPG-2Xを購入してください。

豊富用意する

ニエニット

fみ

G倣倉

測定器

〆/

/ 

@プラスドライノ，¥'-

@調整棒
.500(耐電力100W以上)の夕、ミーロ…ドと通過形電力
または終端形電力計
.5A程度の電流が測れる電流計またはテスター
• 13.8V，20A以上のDC安定化電源(PS-53など)
• DC電掠コ…ドPG-2SまたはPG-2X(別売)
.M型コネクター付き同軸ケ…プノレ(5D-2V以上、 1m

1. ス しま

2‘背面のカバーそ外しま

3‘ブイノレターユニットのシールドカパーを外しま

4.10Wファイナノレユニットからフィルターユニットの
ている向軸ケーブルを外しま

(この間軸ケープルは使用しません。)

5.パワーアップユニットから出ている掠い方の同軸
ケーブルを10WファイナルユニットのCN2に接続し
ます。

6.パワーアップユニットを3本のねじで取り付けま
す。

7刷チューブの付いている方の同軸ケ

ターユニットのCN2に譲続します。

8. 4ピンのコネクターを接続しま

9“ コードのコネクター しま

/レムをブイ jレ



ノ}

Q 

1 
じ

IFユニン}

閤固

悶悶悶
悶 o 0 
信号君臨童話o 0 
陸連配付よえVR16

CN 8 

じ

IFユニット

園間

記亡
事旦言語 O
CN B 

園賜闇

し、

" ) ~ )し 1

4. そっ:主みそ

SENDにしま
5‘IFユニットのと
ネグタ に

ると、高1i立jぐよゾァイブールトラ
させることがあります。

6. 
7周波数を

8. REC/SENDスイッチ
9. IFユニットのVR20を反
で10Wに会わせま

して I豆力

10W以上にすると、高備なファイナノレトラ i
ンジスタなどを石皮千員させることがあります。 I

10. REC/SENDスイッチをRECにします一。

日 叩.コ

l宥周波数を、
2. P羽TIそつまみ
3. スイッチ

4. CARつまみを閉して、
ようにしま

がに仕る

然ス~、ソチ今双子:仁(て l 宇オ

6. ANTコネクターから電力計を外します 0
7. スイッチをにします。

8. IFユニットのVR16を閉して、トランシーパ、一ω
ノfツーメーターω6ドット臼がるようにし

ま

9. REC/SENDスイッチをRECにしま

覇軍送信出力調整(2)

TS-690VでHF帯と50間Hz帯を問時にパ
アップしたとき

まずHF帯の調整を行います。 (77~79ぺ一

次に50MH帯の調整を行います。

l周波数を52.200MHz、モードをCWにします。
2. CARつまみを中央にして、 REC/SENDスイッチな
SENDにします。
3. IFユニットのVR17をゆっくり回して電力計で
50Wに合わせま

すると、高舗なファイナルトラ

を破隠させることがあります。

4. REC/SENDスイッチをRECにしま

事1



7-8. アクセサリ一一覧表

品名 モデル

DC安定

PS-23 

PS-33 源

PS-53 

PG-2S 
コード

X
一
3
一
お

っω
一
r
ζ

一
A
守

G
一
貯
一

C

P
…

5
一

M

外部スピーカー

備考

Vタイプに使用できま

S， D，Vタイプに使用できます。

に使用できます。

D， Vタイプ用

Sタイプ用

MC-60/S8 
マイクロホン

MC-80 

MC-85 
ス寸ツノけ」、

レクトレットコンデンサ一期

ノ¥ツドぶン

ユ二ット

トーンユニット TU-8 

YG】455C-1，YG-455CN-l， 
YK-455C-J 

AT偏450

AT-300 

デジタルシグすノレ

プローセッサ
DSP-I00 

ブィルター

ブイ/レター

トアンテナチューナ

トアンテァチ ナー

ンターフェイス

HS-6 

タ用トーンエンコーダ

リニアアンプ

IF-232C 

TL-922 フルブレークイン運用はできません。

パワーアップキット PA時51

アングル MB-430 

。…ノfスフィルタ LF-30A 

り付け

ス

TS-450V /1)， 
きます。

!日で

tt ン』ーノ¥

滋私



.商品に関するお問い合わせは

お客様相談室をご利用くださ L、。

電話(03)3477-5335

.アフターサービスのお問い合わせは

お賢いよげの叛売館、または、最寄りのケンウッド・サービスセンタ一、

営業所にご相談ください。

(開IJ紙“通信機留内営業所・サービス所夜地"をご参照ください。)

|くENWOOD
株式会社ケyウッド
本社:東京都渋管区道玄坂1-14-6 :;=150 


